
新狭山グランドボウル
埼玉県狭山市新狭山1-1-9

会  場 主　　催／公益財団法人 全日本ボウリング協会
後　　援／　　　 、株式会社NHKグローバルメディアサービス、公益財団法人日本スポーツ協会、
 （予 定）　 公益財団法人日本オリンピック委員会、公益財団法人埼玉県スポーツ協会、狭山市、
 狭山市教育委員会、狭山体育協会、埼玉県ボウリング公認競技場協議会

特別協賛／ファイテン株式会社、株式会社アールビーズ「arbeeeプロジェクト」
協　　力／日本ボウリング機構（JBO）、公益社団法人日本ボウリング場協会、
 （予 定）　 新狭山グランドボウル
主管運営／埼玉県ボウリング連盟

2020.9.24（木）-26（土）

第54回全日本選抜
ボウリング選手権大会

Eテレで放送予定！

　コロナ禍で一時停止を余儀なくされたＪＢＣでしたが、７月２日の評議員会・理事会が

再始動となりました。この日選出された 24 名の理事・監事には、新任が８名。新風を吹き

込む存在に期待を寄せている北川会長は、就任３期目のビジョンに「スポーツボウリング

推進」を継続しながら、「国際的なリーダーシップ」を加えました。困難な状況にあっても、

ポジティブに課題の解決を。ここを転換点に、希望を強く持って邁進します。

　　２面	 理事会・評議員会レポート
　　３面	 JBC事業日程、
　　　　　各地区連合事業日程
　　４面	 INFORMATION
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2020-2021 年度　(公財 ) 全日本ボウリング協会　役員

2020-2023 年度　(公財 ) 全日本ボウリング協会　評議員
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上
田
暢
子
理
事

（
学
識
経
験
）
通
訳
・
翻
訳
業

に
従
事
、
国
際
関
係
を
担
当

三
嶋
正
志
監
事

神
奈
川
県
連
盟
理
事
長

柳
川
弘
行
理
事

（
実
業
団
連
合
）
全
日
本
実
業

団
連
合
常
務
理
事

森
永
耕
造
理
事

（
中
国
地
区
）
山
口
県
連
盟
理

事
長原

口
宏
史
理
事

（
九
州
地
区
）
宮
崎
県
連
盟
理

事
長

伊
藤
一
明
理
事

（
東
海
地
区
）
愛
知
県
連
盟
専

務
理
事

野
口
由
美
理
事

（
会
長
指
名
）
福
岡
県
連
盟
事

務
局
長
、
元
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー

根
田
光
朗
理
事

（
東
北
地
区
）
岩
手
県
連
盟
理

事
長

２
０
２
０
年
度

第
２
回
理
事
会

定
時
評
議
員
会
に
引
き
続
き
、

新
理
事
・
監
事
出
席
に
よ
る
第
２

回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
は
じ
め
執
行
役
員
を
理
事
に

よ
る
互
選
で
決
定
、
北
川
会
長
の

再
任
（
３
期
目
）
が
承
認
決
定
し

ま
し
た
。
副
会
長
に
は
吉
岡
英
隆

理
事
と
丹
羽
秀
樹
理
事
が
再
任
さ

れ
、
塚
田
芳
久
理
事
が
新
任
と
な

り
ま
し
た
。
齋
藤
良
太
郎
専
務
理

事
と
佐
藤
直
亮
常
務
理
事
が
と
も

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
に
伴
い
各
専
門
委
員

会
の
委
員
構
成
も
一
新
。
会
長
よ

り
各
委
員
長
、
委
員
と
部
会
の
構

成
案
が
示
さ
れ
、
承
認
決
定
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
議
事
お
よ
び
協

会
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を

審
議
し
ま
し
た
。

ま
た
評
議
員
も
今
回
を
も
っ
て

４
年
の
任
期
を
完
了
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
～
２
０
２
３
年
度
の
評

議
員
は
５
月
７
日
㈭
付
で
文
書
開

催
さ
れ
た
評
議
員
選
定
委
員
会
に

よ
り
、
新
任
６
名
を
含
む
18
名
が

選
任
さ
れ
ま
し
た

ー
ド
」
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
多
様
性
を
確
保
し
た
役
員
構

成
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
役
員
改
選
で
は
特

に
学
識
経
験
・
会
長
指
名
の
理
事

候
補
者
に
つ
い
て
、
選
出
理
由
を

明
示
の
上
決
議
し
、
理
事
22
名
、

監
事
２
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
は
２
０
２
０
～
２
０
２
１
年

度
、
監
事
は
２
０
２
０
～
２
０
２

３
年
度
が
任
期
で
す
。

２
０
２
０
年
度

定
時
評
議
員
会

２
０
２
０
年
度
定
時
評
議
員
会

は
７
月
２
日
㈭
に
東
京
・
仏
教
伝

道
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。２

０
１
９
年
度
の
事
業
報
告
案

と
決
算
報
告
案
に
つ
い
て
、
監
査

法
人
お
よ
び
協
会
監
事
に
よ
る
監

査
報
告
と
と
も
に
説
明
し
、
原
案

ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
は
協
会
役
員

（
理
事
・
監
事
）
の
改
選
年
度
に

あ
た
り
、
定
時
評
議
員
会
に
お
い

て
選
任
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
理
事
、
監
事
並
び
に
評
議
員
候

補
者
推
薦
委
員
会
」
に
よ
っ
て
選

出
さ
れ
た
候
補
者
を
１
名
ず
つ
、

評
議
員
の
賛
成
挙
手
に
よ
る
承
認

決
議
で
選
任
し
ま
し
た
。

昨
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
よ
り

「
ス
ポ
ー
ツ
団
体
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ

時
評
議
員
会
へ
提
出
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度

第
１
回
理
事
会

２
０
２
０
年
度
第
１
回
理
事
会

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
を
鑑
み
、
５
月
29
日
付
で

決
議
省
略
（
文
書
に
よ
る
）
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
度

の
事
業
報
告
案
、
収
支
決
算
報
告

案
を
諮
り
、
全
理
事
の
同
意
と
全

監
事
の
異
議
な
し
と
の
回
答
を
受

け
て
、
各
案
は
２
０
２
０
年
度
定

和
、
向
本
貴
志
、
田
村
一
、
中

司
冏
子

▽
愛
媛
県

戒
能
潤
之
介
（
連

盟
会
長
）
、
原
俊
司
（
同
副
会

長
）
、
西
森
安
正
（
同
理
事

長
）
、
由
中
信
安
（
同
副
理
事

長
）
、
西
山
史
浩
同
、
檜
垣
尚

登
、
市
川
芳
昭
、
吉
田
康
人
、

武
知
孝
昌

▽
高
知
県

近
藤
浩
一
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
理
事
、
連
盟
理
事
長
）
、
別

役
壽
章
（
連
盟
副
理
事
長
）

▽
福
岡
県

吉
村
和
幸
（
連
盟

副
会
長
）
、
清
末
利
也
同
、
四

宮
和
裕
（
同
理
事
長
）
、
宗
像

利
裕
（
同
副
理
事
長
）
、
田
中

善
一
郎
、
上
田
幸
男
、
的
野
洋

祐
、
大
賀
保
文
、
國
友
俊
康
、

伊
達
裕
子
、
伊
達
俊
幸
、
相
部

惠
子
、
山
川
誠
、
稗
田
清
人
、

白
垣
堯
、
深
野
和
弘
、
安
江
三

一▽
長
崎
県

金
子
良
司
、
德
久

博
、
久
保
和
幸
、
南
里
一
政
、

永
野
臣
俊

▽
宮
崎
県

長
友
貴
子

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

佳
一
（
同
副
理
事
長
）
、
橘
弘

一
同
、
桑
原
敏
弘
同
、
山
口
正

彦
、
園
田
多
華
生

▽
京
都
府

田
坂
幾
太
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
理
事
、
連
盟
会
長
）
、
川
崎

治
夫
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
理
事
、
連
盟
副

会
長
）
、
大
司
秀
樹
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ

評
議
員
）
、
小
原
勉
（
連
盟
副

会
長
）
、
中
谷
眞
二
同
、
森
下

潤
、
桝
充
弘
、
石
野
裕
也
、
奥

享
子
、
岡
部
俊
樹
、
市
川
正

明
、
芦
田
利
行
、
横
田
正
一
、

小
池
和
美
、
播
本
雄
輔
、
蓬
莱

富
蔵
、
三
谷
繁
雄
、
中
川
貴

史
、
上
山
信
夫
、
里
井
良
夫
、

中
野
美
芳
、
中
谷
明
美
、
大
西

愛
子
、
吉
川
伸
一
、
西
村
正

▽
奈
良
県

米
田
忠
則
（
連
盟

会
長
）
、
麻
田
倍
男
（
同
副
会

長
）
、
山
中
俊
明
（
同
理
事

長
）

▽
鳥
取
県

生
石
和
之

▽
岡
山
県

小
林
由
紀
子
、
平

田
千
鶴
子

▽
山
口
県

森
永
耕
造
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
理
事
、
連
盟
理
事
長
）
、
石

髙
弘
子
、
檜
垣
和
俊
、
鬼
村
雅

良
純
夫
（
連
盟
副
会
長
）
、
宮

沢
隆
（
同
副
理
事
長
）
、
星
野

仁
夫
、
高
井
良
樹
、
黒
崎
成

男
、
犬
塚
守
人
、
村
田
繁
、
上

野
号
史
、
三
浦
信
明

▽
富
山
県

平
井
清
（
連
盟
副

会
長
）
、
犬
島
宗
男
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ

理
事
、
連
盟
理
事
長
）
、
小
倉

徳
二
（
連
盟
副
理
事
長
）
、
岩

井
親
孝
同
、
細
野
忠
同
、
藪
下

俊
幸
、
山
口
伸
一
、
境
明
、
久

郷
冬
野
、
三
田
隆
代
、
清
水

剛
、
片
井
彰
、
吉
野
浩
司
、
安

田
幹
夫
、
山
本
直
美
、
士
反
治

久
、
坪
島
文
男
、
北
嶋
重
雄
、

八
幡
馨
、
江
幡
洋
一
、
中
井
裕

樹
、
山
田
誠
一

▽
石
川
県

北
川
善
昭

▽
滋
賀
県

岸
辺
輝
弥
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
監
事
、
連
盟
会
長
）
、
上
田

隆
一
（
連
盟
理
事
長
）
、
田
中

【
特
別
法
人
会
員
】

▽
山
形
県

株
式
会
社
マ
ル
ヰ

（
代
表
取
締
役
井
上
智
之
）
、

大
成
商
事
株
式
会
社
（
代
表
取

締
役
洪
性
助
）

▽
山
口
県

下
関
ロ
イ
ヤ
ル
ボ

ウ
ル
（
支
配
人
田
村
一
彦
）

▽
宮
崎
県

エ
ー
ス
ラ
ン
ド
株

式
会
社
（
代
表
取
締
役
社
長
藤

元
良
一
）

【
特
別
個
人
会
員
】

▽
北
海
道

金
谷
志
信
（
連
盟

会
長
）

▽
山
形
県

阿
部
啓
治
（
連
盟

理
事
長
）
、
佐
藤
智
（
同
副
理

事
長
）
、
髙
橋
博
同
、
阿
部
俊

雄
、
神
林
隆
明
、
石
黒
覚

▽
栃
木
県

広
垣
圭
一

▽
群
馬
県

清
水
真
人
（
連
盟

会
長
）
、
竹
田
達
治
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ

評
議
員
、
連
盟
副
会
長
）
、
奈

Ｊ
Ｂ
Ｃ
事
務
局
に
曲
谷

ま
が
た
に

由
香
職
員
が
入
職
し
ま
し

た
。
総
務
部
に
配
属
、
国

際
関
係
と
事
務
を
担
当
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

事
務
局
に
新
職
員

２
０
２
０
年
６
月
１
日
以
降
登
録
者
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２０２０年度　地区連合事業日程

２０２０年度　事業日程

２０２１年度　事業日程
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儰

実業団産業別と西日本選手権

２月開催が決定
経済産業大臣杯第46回全日本実業団

産業別選手権大会は２月26日㈮～28日

㈰に京都・キョーイチボウル宇治（公

競№126‐063）／ラピュタボウル宇治

東（公競№126‐068）での開催となり

ます。

第57回西日本選手権大会は２月５日

㈮から７日㈰、鹿児島・サンライトゾ

ーン（公競№146‐006）での開催が決

まりました。

オールジャパンレディス

東日本選手権は中止します
第33回オールジャパンレディストー

ナメントと第57回東日本選手権大会

は、日程・会場等の都合がつかないこ

とから、2020年度は中止となりまし

た。両大会の次回開催は2021年６月の

予定です。

ジュニア３大会＆全日本シニア

１月に稲沢で開催します
新型コロナウイルス感染症拡大に伴

い延期を発表していたジュニア対象の

３大会は、2021年１月に愛知・稲沢グ

ランドボウル（公競№122‐064）で開

催することとなりました。

文部科学大臣杯第44回全日本中学選

手権大会とＪＯＣジュニアオリンピッ

クカップ第44回全日本高校選手権大会

は１月９日㈯から11日（月・祝）、小

学生特別指導会兼第11回全日本小学生

競技大会は１月10日㈰・11日（月・

祝）に開催です。

第53回全日本シニア選手権大会の代

替日程も１月12日㈫から14日㈭に確

定。会場は稲沢グランドボウル（変更

なし）です。

当初より月以降に予定していた協会

主催大会は変更せず開催の方針です。
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新型コロナウィルス感染症に関する対応、予防策ガイドラインについて

協会webサイト（http://www.jbc-bowling.or.jp/coronavirus/）でお知らせしています。

ご理解とご協力をお願い申し上げます。　　　　　　 公益財団法人 全日本ボウリング協会
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ス
感
染
症
予
防
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
基
づ
く
対
策
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
競
技
内
容

と
競
技
日
程
を
従
来
と
変
更
し

て
い
ま
す
（
左
表
）
。
ま
た
大

会
中
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
①

会
場
内
の
人
数
を
極
力
減
ら
す

こ
と
、
②
会
場
内
滞
在
時
間
を

極
力
短
く
す
る
こ
と
、
の
２
つ

９
月
24
日
か
ら
開
催
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
第
54
回
全
日
本
選
抜
選
手

権
大
会
。
エ
ン
ト
リ
ー
は
７
月

17
日
㈮
締
切
で
す
。
出
場
ご
希

望
の
方
は
お
早
め
に
所
属
連
盟

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

の
半
球
の
間
に
も
３
オ
ン
ス
以
上

の
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

②
規
格
第
35
条
・
ド
リ
リ
ン
グ
規

格(

1)

・
指
穴
と
し
て
使
用
す
る
ホ
ー
ル

や
窪
み
は
５
つ
以
下
と
し
、
フ
ィ

ン
ガ
ー
１
本
に
対
し
１
つ
、
サ
ム

ホ
ー
ル
１
つ
に
限
ら
れ
る
。

・
投
球
中
、
全
て
の
指
穴
を
同
時

に
グ
リ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
使
用
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
（
解
釈
…
バ
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
の
ド
リ
ル
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ナ
ル
グ
リ
ッ
プ
・
フ
ィ
ン
ガ

ー
チ
ッ
プ
グ
リ
ッ
プ
の
２
列
使

用
、
親
指
を
指
穴
へ
入
れ
な
い
投

球
者
に
お
け
る
親
指
穴
の
ド
リ

ル
、
こ
れ
ら
が
禁
止
と
な
る
）

い
。

①
規
格
第
34
条
・
バ
ラ
ン
ス(

1)

10
ポ
ン
ド
を
超
え
る
重
量
の
ボ
ー

ル・
ボ
ー
ル
の
上
半
分(

指
穴
側)

と

下
半
分(

指
穴
の
反
対
側)

の
差
が

３
オ
ン
ス(

85
グ
ラ
ム)

以
内
で
あ

る
こ
と
は
変
更
な
い
が
、
フ
ィ
ン

ガ
ー
ホ
ー
ル
の
左
右
（
サ
イ
ド
ウ

ェ
イ
ト
）
・
前
後
（
サ
ム
／
フ
イ

ン
ガ
ー
ウ
ェ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
）
の

差
が
３
オ
ン
ス
（
85
グ
ラ
ム
）
以

内
と
な
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
る
。

・
指
穴
も
窪
み
も
開
け
ず
に
使
用

さ
れ
る
ボ
ー
ル
は
、
ボ
ー
ル
の
ど

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
施
設
、
設
備
及

び
競
技
用
具
認
証
規
格
・
第
４
章

ボ
ウ
リ
ン
グ
ボ
ー
ル
」
が
８
月
１

日
付
で
変
更
さ
れ
ま
す
。
２
０
２

０
年
１
月
１
日
か
ら
移
行
期
間
に

入
り
変
更
前
・
後
の
両
ル
ー
ル
が

適
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
７
月

31
日
を
も
っ
て
、
現
在
使
用
さ
れ

て
い
る
ボ
ー
ル
が
規
格
外
と
な

り
、
使
用
で
き
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。主

な
変
更
点
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
ま
た
詳
細
は
ボ
ウ
リ
ン
グ

ボ
ー
ル
規
格
を
ご
確
認
く
だ
さ

勝
大
会
出
場
権
利
を
獲
得
さ
れ
た

方
に
は
、
向
こ
う
3
年
以
内
に
同

様
の
大
会
を
開
催
で
き
た
場
合
の

次
回
大
会
に
限
り
、
優
先
的
に
権

利
を
得
た
団
体
の
出
場
権
利
を
付

与
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
た

だ
し
、
決
勝
大
会
参
加
費
に
つ
い

て
は
、
次
回
大
会
開
催
時
、
改
め

て
徴
収
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。

●
予
選
会
参
加
に
あ
た
り
納
入
い

た
だ
い
た
費
用
（
予
選
会
参
加
費

・
一
時
会
員
費
・
決
勝
大
会
参
加

費
）
に
つ
い
て
は
、
諸
経
費
を
差

し
引
い
た
金
額
を
返
金
い
た
し
ま

す
。
返
金
額
お
よ
び
お
手
続
き
方

法
は
個
別
に
郵
送
で
ご
連
絡
差
し

上
げ
ま
す
の
で
、
ご
対
応
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
今
年
度
の
予
選
会
に
お
い
て
決

だ
き
ま
し
た
選
手
な
ら
び
に
、
大

会
へ
の
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
た

皆
様
、
開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
た
皆
様
、
開
催
に
向
け
て
準
備

を
し
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
に
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お

大
会
実
行
委
員
会
で
は
来
年
度
以

降
の
開
催
に
向
け
引
続
き
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

公
益
財
団
法
人

全
日
本
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

公
益
社
団
法
人

日
本
プ
ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

日
本
ボ
ウ
ラ
ー
ズ
連
盟

本
年
１
月
よ
り
予
選
会
を
開
始

し
、
11
月
に
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
を
開
催

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
各
団
体
の

予
選
会
・
選
抜
大
会
の
開
催
が
延

期
さ
れ
、
現
状
で
は
、
代
替
日
程

を
組
む
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
出
場
選
手
・
関

係
者
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
皆
様
の
安

全
を
考
慮
し
、
主
催
３
団
体
な
ら

び
に
株
式
会
社
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン

（
特
別
協
賛
）
で
慎
重
に
協
議
を

重
ね
た
結
果
、
今
年
度
の
開
催
を

中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
予
選
会
に
ご
参
加
い
た

は
じ
め
に
今
回
の
災
禍
か
ら
守

る
た
め
、
一
意
専
心
ご
尽
力
さ
れ

て
い
る
医
療
従
事
者
、
各
地
の
保

健
所
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

標
記
「
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
１

Ｇ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｐ

Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

２
０

２
０
」
は
、
開
催
中
止
と
す
る
こ

と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

本
大
会
は
株
式
会
社
ラ
ウ
ン
ド

ワ
ン
の
特
別
協
賛
を
い
た
だ
き
、

開
催
は
困
難
と
の
判
断
が
あ
る
こ

と
」
を
は
じ
め
、
各
都
道
府
県
予

選
会
お
よ
び
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の

開
催
や
、
公
平
・
公
正
な
選
手
選

考
が
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
鹿
児

島
国
体
・
鹿
児
島
大
会
の
開
催
に

よ
り
、
国
内
に
お
い
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
誘

引
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
」
で
あ
り
ま
す
。

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

今
後
鹿
児
島
国
体
の
日
程
が
整

い
、
開
催
の
運
び
と
な
る
こ
と
を

切
に
願
い
ま
す
と
と
も
に
、
出
場

を
希
望
す
る
選
手
を
は
じ
め
関
係

各
位
の
皆
様
に
は
本
件
に
対
し
何

卒
ご
理
解
を
賜
り
た
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ら
８
日
の
会
期
で
、
鹿
児
島
国
体

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
会
の
実
施
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
決

定
に
伴
い
開
催
予
定
が
変
更
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。理

由
と
し
て
、
「
鹿
児
島
国
体

・
鹿
児
島
大
会
は
、
選
手
・
監
督

だ
け
で
約
３
万
人
、
観
客
を
含
め

る
と
延
約
80
万
人
の
来
場
を
見
込

む
全
国
的
な
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
で

あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
や
治
療

方
法
が
十
分
で
は
な
い
状
況
の

中
、
第
２
波
・
第
３
波
の
懸
念
や

県
内
の
医
療
体
制
等
を
踏
ま
え
る

と
、
大
勢
の
人
の
移
動
に
伴
う
感

染
拡
大
リ
ス
ク
が
払
拭
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
来
県
者
や
県
民
の
安

全
確
保
を
考
え
る
と
、
今
年
秋
の

第
75
回
国
民
体
育
大
会
（
鹿
児

島
国
体
）
お
よ
び
第
20
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
10
月
に
鹿
児
島
県
で

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
主
催
者
の
公
益
財
団
法
人
日

本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
公
益
財
団
法

人
日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
、
文
部
科
学
省
・
ス
ポ
ー
ツ

庁
、
鹿
児
島
県
は
6
月
19
日
付

で
、
「
鹿
児
島
国
体
及
び
鹿
児
島

大
会
は
、
今
年
秋
に
は
開
催
し
な

い｣｢

鹿
児
島
国
体
及
び
鹿
児
島
大

会
は
延
期
す
る
こ
と
と
し

具
体

的
な
開
催
時
期
に
つ
い
て
は

可

能
な
限
り
早
期
の
結
論
を
得
る
べ

く

引
き
続
き

調
整･

検
討
を
継

続
す
る｣

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
で
は
本
年
10
月
２
日
か

鹿児島国体

今秋は開催せず

８
月
１
日
か
ら
完
全
施
行
で
す

開催中止します

ＲＯＵＮＤ１ ＧＲＡＮＤ

ＣＨＡＭＰＩＯＮＳＨＩＰ

ＢＯＷＬＩＮＧ ２０２０

競
技
内
容･

日
程
は
一
部
変
更
に

Ｊ
Ｂ
Ｃ
予
選
会
参
加
選
手
の
皆
様
へ


中
止
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
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